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南極観測35年
川 口 貞 男
第34次南極行の 「しらせ」の晴海帰港を間近に控えた
3月末に退官を迎える.第1次 南極地域観測隊を乗せた
「宗谷」 を,同 じく晴海に送って37年.時の流れの早 さ
を改めて感じている,
この間,「宗谷」,「ふ じ」,「しらせ」 と3代の観測船
に乗って,7回 南極に行ったが,そ れぞれの思い出が浮
かんで くる.
国際地球観測年(IGY)の本観測と呼ばれた第2次 観
測隊員として,1957年10月,日の出桟橋を出港 した.砕
氷船とはこんなに揺れるものなのか,ということが強 く
印象に残っている.片舷60度の揺れには,な かなか慣れ
なかった.12月末,氷 海に入って間もな く氷に閉 じこめ
られ,航 行不能になった.オ ホーツク海岸に生まれ育ち,
流氷には慣れ親しんでいたが,南 極の氷の凄さは別であ
った,結局このビセット状態は,1月 余 り続いた.そ の
後,米 国の砕氷船の支援のもとに昭和基地への接近を図
ったが,あ まり近づけず,飛 行機によって西堀隊長以下
海氷上での気象ゾンデ観測(第3次)
11名の第1次 越冬隊を収容 し,そのあと何 とか基地を維
持するための第2次 観測隊を送 りこもうとしたが,果せ
なかった.2月24日,越冬断念の全員集会の情景を今 も
思い浮かべることができる.
第3次 隊では,第2次 隊の失敗からヘ リコプターによ
る輸送が計画された.基 地から約150kmの地点から空
輸で,60トン足 らずの物資が送 りこまれ,14名の観測隊
員 と,生 きていたタロ ・ジロらとの越冬であった.(現
在は約1000トンの物資 を運び.約40名が越冬 している.)
越冬開始にあたって村山隊長から,「食料は終戦直後に
毛の生えた程度と覚悟 してくれ.」との話があったが,
実際はそれほどひどくはなかった.む しろ雪上車用のガ
ソリン不足により,野外調査が限られたことが残念であ
った.越冬のスローガンは,タ ロ ・ジロを見習って 「何
でも自前で」であった.
「宗谷」による輸送は第6次 隊まで続 き,その後3年
間の中断があり,1965年,「ふ じ」を使って再開された.
再開にあたって観測事業実施の中核体として,国 立科学
博物館に極地課が設置され,私 は1963年からここに勤務
し,再開準備に当たった.後 年これが極地研究センター
となり,1973年に現在の国立極地研究所に発展 した.私
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は,再 開2年 目 の 第8次 越 冬 隊 に参 加 した.「 ふ じ」 は
本 格 的 な砕 氷 船 と し て造 られ,毎 次500トンの物 資 を運
ぶ こ とが で き,昭 和 基 地 の 施 設 ・設 備 は急 速 に充 実 した.
第8次 の 越 冬 か ら帰 国 す る と,第ll次 の 夏隊 長 と して
昭 和 基 地 に ロ ケ ッ ト打 ち上 げ施 設 を建 設 し,ロ ケ ッ ト2
機 の打 ち.トげ の 実 験 総 括 を命 じら れ た.観 測 再 開 に際 し
て,二 つ の 大 き な計 画 が 立 て られ て い た.・ つ は極 点 旅
行 で あ り,こ れ は村.11i隊長 の下 で 第9次 隊 に よ り実 施 さ
れ た.も う ・つ が ロ ケ ッ トに よ る オ ー ロ ラ等 の観 測 で あ
り,こ れ を第11次隊 の 夏期 か ら始 め よ う とい うの で あ る.
ロ ケ ッ ト打 ち一ヒげ な ど見 た こ と もな く当惑 したが,と に
か く,東 京 大 学 宇 宙 航 空 研 究 所(現 在 の 宇宙 科 学 研 究
所)を は じめ,ロ ケ ッ トメ ー カ ー な ど に 日参 し,.一夜 漬
け の 勉 強 を した,し か し,打 ち上 げ の実 際 は そ れぞ れ の
㌧1∫門 家 に任 せ る ので あ る.私 の 役Hは,南 極 と い う特 殊
な 環 境 に ど う適 合 させ,チ ー ム ワ ー ク を どの よ う に も っ
て い くか と い う こ とで あ っ た,1970年2月10日,1号 機
を 無 事打 ち1:げる こ とが で き,御 指 導 い た だ い た宇 宙 航
空 研 究 所 へ 成 功 の電 報 を打 った の だ が,翌 日,日 本 で 初
め て の 衛 星 「お おす み 」 打 ち.ヒげ の報 が内 の浦 か ら届 い
た,南 極 で の ロ ケ ッ ト実 験 は,こ の あ と国 際 磁 気 圏 観 測
(IMS)や中 層 大 気 国 際 共 同 観 測(MAP)な ど にお い て
食堂棟(第8次}
も続 け ら れ,多 くの 成 果 を得 た,第11次 夏 隊 は,大 きな
仕 事 を無 事 終 えて 帰 路 に つ い たの だ が,思 いが けな く
「ふ じ」 が 氷 に つ か ま って し ま った.「 ふ じ」 の初 めて の
ビセ ッ トで あ る.「 ふ じ」 は 左 右2軸 の 推 進 機 を も っ て
い る が,右 軸 の プ ロペ ラ4枚 全 部 が 折 損 し,推 進 力が 半
減 して しま っ た,ソ 連 の 砕 氷 船 「オ ビ」 が 救 援 に 来 た が,
氷 が 厚 くて全 く近 づ け な か っ た,結 局1か 月 余 りの ビセ
ッ トで あ った が,氷 状 は 一 夜 で好 転 し,自 力 で脱 出す る
こ とが で きた.南 極 の 海 氷 の 凄 さを,宗?Fll.V代に 引 き続
き味 わ う こ と に な った.
その後第13次,第21次隊に越冬隊長として参加した.
第13次隊ではロケ ット観測のほか,昭 和基地から約270
km内陸に入ったみずほ基地での初めての越冬観測を計
画した.当時は真冬の4月 から8月頃までは,内 陸旅行
は非常に難しく,昭和基地からの補給は途絶するのであ
るが,4名 の隊員を越冬させた.冬期のみずほ基地の大
気環境観測や,150m深までの雪氷コアの採取などの成
果を得た.その後みずほ基地での越冬は約10年間行われ,
多くの成果を得ている.
第21次隊では2機の飛行機を持ち込んで,飛 行機によ
る観測,野 外調査支援など今までできなかった新 しいオ
ペ レーションの展開を期待 していた.と ころが,駐 機し
ていた海氷が低気圧に伴ううね りによって割れ,1機 は
水没 し,1機 は海氷と共に流れ去って しまった.昭和基
地開設以来,20数年間割れることのなかった基地前の海
氷が一夜にして完全に流れ去 り,私は南極の自然の恐し
さを,ま た味わうことになった.と ころが数日後,飛 行
機をのせた氷盤が,基 地の裏の湾に流れ寄って来た.海
流その他を1調べても不思議なことであった.回 収さttた
飛行機は,冬明け後大いに活躍することになった.
最後の私の南極行は第26次隊で,夏 隊長として,就航
2年目の 「しらせ」に乗 った.「ふ じ」 より格段に強い
砕氷能力と,約2倍 の物資輸送が可能である.日 本隊の
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あすか観測拠点(第Z6次}
調 査 範 囲 を広 げ る た め,昭 和 基 地 の 西 方 約650kmに 新
観 測 拠 点 「あ す か 」 の 建 設 に 着 手 した.「 あ す か 」 は3
年 後 に完 成 し,第28次 隊 か ら5年 間,こ こ で の越 冬 が な ろ で あ る.
され,超 高層 物 理,気 象,地 理,地 質,生 物 な ど多 くの
成 果 をあ げ る こ とが で きた.
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私 は,南 極 の 自然 の 厳 し さを い や とい うほ ど味 わ った.
しか し,い や,だ か ら こ そ,南 極 は や は り魅 力 的 な と こ
(筆者 国立 極 地研 究 所 企[111i調整 官)
南極における中国の観測活動と雪氷研究
謝 自 楚
中 国 の南 極 研 究 活動 は,そ の 開 始 が 諸 外 国 に比 べ て か
な り遅 い.そ れ は,今 か ら13年前q980年)に,私 を含
む2名 の 中 国 科学 者が オ ー ス トラ リア南 極 観 測 隊 に参 加
した と きに始 まる,し か し,そ の 後 の 展 開 は比 較 的 早 く,
国 家 南 極 考 察 委員 会　CNCAR)が1981年に1設置 され.
1983年に は 全 国 人 民代 表 大 会常 務 委員 会が 南 極 条 約 に加
盟 す る こ と を承 認 した.翌1984年に 第1次 中 国南 極 考 察
隊　CCHINARE)　が 出 発 し,1984・85年の 夏 に.キ ン グ
ジ ョー ジ島 に 「長 城 基 地 」 を建 設 して 越 冬 観 測 を開始 し
た.4年 後 の1988・89年の 夏 に は,第2の 越 冬観 測 基 地
「中 山 基 地 」 が 東 南 極 プ リ ズ湾 に 建 設 され た .現 在 は,
第9次 中国 南 極 考 察 隊 が 越 冬 観 測 中 で ある..一方,南 大
洋 の 海 洋研 究 も,1984・85年か ら開 始 され た.
中 国の 南 極 科学 研 究 は,地 質 学,地 球 物 理 学,地 球 化
学,測 地 学,地 図作 成,第 四 紀 地 質 学,地 形学,雪 氷 学,
寒 冷学,気 象 学,超 高 層 物 理 学,海 洋 学,生 物 学,生 態
学,南 極 オ キ ア ミ研 究,南 極 環 境 医 学,心 理 学 な どの 多
岐 に わ た っ て い る.南 極 観 測 の 成 果 は,1988年に創Vl」さ
れ た 「南 極 研 究　(Journal　of　Antarctic　Research}」,　現
在 第6巻 ま で1:1]行済 の 「南 極研 究 論 文 集 」 な ど に投 稿 さ
れ る ほ か,国 内 外 で 開 催 され る 関 連 分 野 の シ ン ポ ジ ウ ム
や,国 際 学 会 誌 等 に 発 表 され て い る.
南 極 に お け る雪 氷研 究 は,主 と して 東 南 極 の ロー ドー
ム,キ ング ジ ョ ー ジ島 の ネ ル ソ ンお よ び コ リ ン スの ア イ
ス キ ャ ップ な どで 実 施 され て い る.ロ ー ドー ム に お け る
中 国 と オー ス トラ リア の 雪 氷 研 究 者 に よ る 共 同 観測 は,
1982～85年の 毎 年 と1987年とに,オ ー ス トラ リ ア南 極 観
測 隊 の ケ ー シー 基 地 越 冬 隊 に よ って 実 施 さ れ た.積 雪 表
層 お よ びフ ィル ン層 の 物 理 的 ・熱 的 な性 質,積 雪密 度 の
3-一
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増加速度,フ ィルン層の成長速度,氷 コアの氷結晶粒構
造などが調査された.最 終氷期に堆積 した深層コアの氷
微細結晶が.結 晶軸の向きの揃った顕著な…つ目構造を
していることを確認 した.ネ ルソン ・アイスキャップで
は,積雪及びフィルンの層構造,流 動状態,表層近 くの
温度分布などを調査 し,このアイスキャップが極地海洋
型氷河に属することを見出した.1991・92年の夏には,
80mの浅層掘削が数か所で試みられた.氷 コアには,
火山灰が層をなして入っているのが認められ,火 山噴火
記録 と合わせて氷コアにタイムマークを入れることがで
きた.
現在,中 国の南極研究は,大 気 ・海洋 ・氷床間の相互
作用.最 終氷期以降の環境変化,南 極オキアミの生態,
南極陸域の進化過程などが,そ の中心課題として推進さ
れている.こ れらの中国南極研究は,広 く多くの国々と
の協同研究として進め られており,日本との協力関係を
含む国際協同研究の実現を目指 している.私 は,国際協
同研究に力を尽 くすことで,南極の平和利用に貢献 した
いと願っている.
(筆者:国 立極地研究所北極圏環境研究センター客員教授
中国科学隙間州氷河凍土研究所)
(訳者:小 野延雄)
第15回極域生物シンポジウム
神 田 啓 史
標記のシンポジウムが平成4年12月9日,10日の両日,
極地研の講堂において開催 された.2日 間で延べ180名
の参加があった.口頭発表は10件,展示発表は77件であ
った.本 シンポジウムのテーマは海洋生物のセッション
では 『海洋生態学におけるニューテクノロジー』であり,
4件の口頭発表があった.海 洋生態学では近年の大型プ
ロジェクトによる研究においてデータ取得のための新 し
い手法が求められてお り,技術開発が課題の一つとして
取 り上げられている.そのため将来の重要な研究分野と
して音響による超音波技術とマイクロデータロガーを中
心に話題提供があり,活発な討論が行われた.一方,陸
上生物セ ッションのテーマは 「極域陸上生態系における
モニタリング』であ り,その 目的 と方法について討論さ
れ た.南 極 においては陸上 生態系の 国際研究計画
(BIOTAS)が進んでお り,その背景の もとで湖沼生態
系,土 壌生態系,蘇 苔地衣類生態系の環境監視が議論さ
れ,北 極では地球環境の変化とツンドラ生態系の応答に
関する実験的研究計画(ITEX)の話題提供があった.
すぐには結果が出ないという性格 もあってか,ど の分野
でもこれからの段階が伺われたが,有 意義な討論がなさ
れた.
第13回のシンポジウムから開催 日を3日間から2日間
にし,テーマに基づいた口頭発表を企画 して以来3年 目
になった.口 頭発表者が限定されることと,一.・般講演は
全部展示発表になったことで,参 加者が減ることが懸念
されたが,む しろ増える傾向にあった.これは口頭発表
は30～40分の十分な持ち時間があり,しかも今回は新た
にコメンテイターに意見を求めるなどして,討 論が活発
になるようにしたこともよい結果を生んだ.展示による
論文発表は気軽に発表ができ,かつ内容は口頭発表に劣
らないというよい面も出た.し かし,海洋生物の展示発
表は50件に達 し,これを3ヶ所で進行したが.一 人の持
ち時間が10分となり,不足気味であった.ま た展示会場
が狭 く,聞 く方 も3時間近 くも立ちっぱなしで疲れるな
どの声も出た.15年目を迎えた生物のシンポジウムはそ
ろそろ従来の形式に更に改善を加える必要があるかもし
れない.
今回はより多くの外国の研究者に参加 を呼びかけたせ
いか,最 終的には招待者1名 を含んだ9名(米 国3名,
ブラジル,ド イツ,ニ ュージーランド,インド,カナダ,
韓国各1名〉の参加があった他,外 国から18件の展示資
料が送られるなど国際色豊かなシンポジウムになった.
そのため,口 頭による論文発表 は全部英語でなされ,展
示発表でも英語で説明する日本の研究者が目立ってきた.
極域の科学を扱ったシンポジウムは日本人だけで議論す
るよりは,同 じ極地で研究 しているより多 くの外国人と
議論できる場にすることも必要である.シ ンポジウムの
国際化は一つの方向性であろう.
(筆者:国立極地研究所資料系助教授)
第16回極域における電離圏磁気圏
総合観測シンポジウム
山 岸 久 雄
標記シンポジウムは平成4年12月15日及び16日,国立
極地研究所講堂において開催された.参加者は実人数91
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名,口頭発表51件,ポスター発表19件であった.
分野別の内訳はHF波 動3件,　VLF波動12件,　ULF
波動9件,オ ーロラサプス トーム7件,磁 気圏一電離圏
結合7件,太 陽圏,太 陽活動4件,磁 気嵐7件.オ ーロ
ラの光学 ・電波観測8件,大 気球観測5件,将 来計画5
件,そ の他3件 であった.
今回は大学院学生の発表が増加した(博士課程7名,
修士課程19名).このように多数の,極 地研究に興味を
抱く若手の中から,将来の南極観測を支える人材が産ま
れてくることを期待したい,
研究発表の内容で特徴的なことをあげると,(1)3年前
にピークを示 した太陽活動活発期の観測データの解析が
進み,大 磁気嵐,中 緯度に出現するオーロラなどについ
てまとまった発表があったこと,②昭和基地で受信され
た 「あけぼの」衛星の解析が進み,オ ーロラ粒子,電場,
磁場等の観測データを総合的に駆使 し,オーロラダイナ
ミクスやオーロラ粒子加速の機構に迫る研究発表がなさ
れたこと.(3〕VLF波動の到来方向測定に関する多数の
研究発表が,複数のグループにより,異なる手法に基づ
きなされたこと.側5年 前から開始 された南極周回気球
実験は32次,33次,34次南極観1則隊で本格的観測が行わ
れており,これに関するデータ解析,機 器開発等の発表
があったこと,〔5汰陽 ・地球系xネ ルギー国際共同観測
(STEP)の一環 として,オ ーロラ現象の地上観測に新
たな機器,手法(多 色フォトメータ,オーロラ立体観測,
イメージングリオメータ等)が 導入され,その観測成果
が発表されたことなどである.特 に多色フォトメータ観
測は,地上観測からオーロラ粒子のエネルギーパラメー
タを推定するもので,オ ーロラダイナミクスの理解に大
きく貢献するものである.
このように,本 シンポジウムは極域超高層物理観測に
関する,最 新の研究情報交換の場として,ま た共同研究
成果の発表の場として,今 後さらに発展させてゆきたい
と願う次第である.
(著者:国 立極地研究所研究系助教授)
レ来訪者く
平 成4年11月29日 ～12月5日 　 Ms,　STOCKTON,　E
(米国 国務 省 情 報 調 査 局 地 図 課 地 図 専 門官)
Mr,　JOHNSON,　M,　(同地 図 専 門官)
12月18日～12月20日　 Prof,　LEBOEUF,　B.　(カリフ ォル
ニ ア 大学 サ ン タ クル ス校 教授)
平成5年1月20日
1月17日～1月24日
1月28日 一1月30日
2月4日
2月18日 ～2月20日
2月24日 一2月25日
Ms.　BLACKWELL,　S.　(同研 究 助 手)
Mr,　CROCKER,　D.　(同大 学 院生)
Mr,　ANDREWS,　R.　(ブリテ ィ ッシ ュ コ ロ ン ビア
大 学 研 究 助 手)
Dr.　HUDSON,　B.　(クイ ー ンズ ラ ン
ド科 学 技 術 大 学 助 教 授)
Dr,　GALAS,　R.　(ポツダ ム 地球 物
理 中 央 局 主 任研 究 員)
Prof.　COLE,　K,　D.　(オー ス トラ
リ ア ・ラ トロ ーベ 大 学 教 授)
Dr.　ZWALLY,　H.　J.　(米国 航 空 宇 宙 局 ゴ ダー
ド宇 宙 飛 行 セ ン タ ー主 任 研 究 員)
Dr.　LUHR,　H.　(ブラ ウ ン シ ュバ
イ ク工 科 大 学研 究 員)
Mr.　TAYLOR,　C,　(前米 国 航 空 宇
宙 局 追 跡 ・デ ー タ部 門 副 監 理 官)
Dr,　CHANG,　A.　(米国 航 空 宇 宙 局 ジ ェ ッ ト推 進
研 究 所 研 究 官)
Dr,　SCHULTZ,　N,　E.　(同ゴ ダ ー ド宇 宙 飛 行 セ ン
タ ー研 究 官)
Dr.　WEST,　W.　W.　(同研 究 官)
観測隊だより
12月に入ると太陽は一日中顔を出しているようになっ
たが.全 般に曇 りの日が多 く気温は低めに経過 した.し
か し,日射は確実に強 くなり除雪作業などの34次隊受入
準備もはかどった.18日に,し らせからの第1便 を迎え
た時には基地主要部の除雪はほぼ終了していた.
内陸旅行隊もまず,先 月末にS16に帰着 していた,や
まと旅行隊が1日 に海氷を渡って全員元気に昭和基地に
帰投 した.残 る ドーム旅行隊も20日にSl6帰着 した後,
24目しらせヘリコプターによってピックアップされた.
同パーティーが約3か 月ぶりに昭和基地に戻 り,33次隊
全員が久しぶりに顔 をそろえた,ま た,下 旬か らは34次
隊との合同オペ レーションとして2機 の大気球の放球が
行われた.30日には,し らせが接岸 し,氷上輸送も開始
され昭和基地は急に慌ただしくなった.
1月は好天に恵まれ,33次34次両隊によって物資輸送,
建設作業,沿 岸調査や3機 目の大気球の放球などの作業
が順調に経過 した.忙 しい作業の合間には設営,観 測部
門とも引継作業を行い,越冬交代に備えた.
2月1日 には34次隊にすべての基地の運営 を引き継い
で,実 質的な越冬交代を行い,1年 間の昭和基地での生
活にピリオドを打った.
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南 極 月 別 気 象 資 料(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭 和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Mean　 relative　humidity)　(%)
平 均 風 速(Mean　 wind　speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分 間 平 均(Max.　 wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 最(Mean　 cloud　cover)　(1/10)
快 晴 日 数(Number　 of　clear　days)
1月(Jan.)
0.4
7、2
-6 .6
995,2
4.2
67t
5.1
20.8(1,NE)
25.5(1.NE)
5.7
4
2月(Feb.)
一3 ,7
3.1
-12.2
985,5
3.5
73
6.2
20,5(26,NE)
25.5(7.NE)
8.4
1
【極地豆事典】
肺呼吸動物の潜水
豊富な餌を求めて海に進出したペンギン,アザラシ,
クジラ等の海鳥,海 獣類は高度に水生適応 している.
しかしながら,肺呼吸 をしなければならないというジ
レンマか らは未だ解放されていない.つ まり海洋中の
餌生物は常に鉛直的に分布 しているため,こ れらの潜
水動物は,採 食の際に鉛直的に潜水行動をすることが
必然的に求められるのであ り,同時に水面での呼吸 も
行わなければならないという二律背反の宿命 を負って
いる.一般に動物の潜水能力は,体 内に貯えられてい
る酸素の量と,そ れの消費最によって決定 される.呼
吸により体内に取 り入れられた酸素は,血 液中のヘモ
グロビンや筋肉中の ミオグロビンとして貯蔵される.
海鳥.海 獣類ではヘモグロビン量,ミ オグロビン量と
も非常に多 く,単位体重当たりのヘモグロビン量は人
の3倍,ミ オグロビン量は10倍も持っている,体 内へ
の酸素の貯蔵能力の高さに加えて,こ れらの動物は潜
水時に消費量 を抑制する工夫 をしている.潜 水時に心
拍数を減少 させた り,血液の循環を一.一部制限した りし
ているのである.こ のため潜水時の脈拍数は,潜 水前
の10-20%にまで低下する.
脳や内臓等の重要な器官へは正常に血流を維持 しつ
つ,皮 膚や筋肉中へは制限するという省エネルギーシ
ステムを発達させている.動 物の潜水は,このように
呼吸によって得られた酸素 を効率的に利用してエネル
ギーを得る酸素呼吸によるのが一般的である.し かし,
極端な潜水の場合,無 酸素代謝によりエネルギーを得
ることもある.こ の場合代謝産物 として有害な乳酸が
蓄積する.乳酸 を分解 して解放するためには,や はり
より多 くの酸素を必要とするため,潜 水後水面でより
長い休息時間を必要 とする.無酸素代謝系による潜水
は生理的条件だけでなく,餌生物の種類や分布等の条
件によっても起こると考えられる.エ ネルギー的にも
潜水負荷が非常に大 きくなるため一般の潜水動物には
見られない.例 外的にナンキ ョクのアオメウで知られ
ている.
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